
て
い
き
ま
す
。

　
最
先
端
の
情
報
と
意
思
決
定

　
昨
年
度
は
政
府
の
「
法
曹
養
成
制
度
改
革
推

進
会
議
」
が
６
月
30
日
に
決
定
を
出
し
、
司
法

試
験
合
格
者
に
つ
い
て
一
五
〇
〇
人
に
減
員
す

る
、
司
法
修
習
生
の
給
費
制
を
復
活
す
る
と
い

う
日
弁
連
の
方
針
に
近
い
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
至
る
過
程
で
は
緊
迫
し

た
か
け
ひ
き
が
逐
次
報
告
さ
れ
、
対
応
に
つ
い

て
議
論
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
安
保
法
制
反
対
の
新
聞
意
見
広
告
の

マ
ン
ガ
の
図
柄
や
セ
リ
フ
、
全
国
統
一
の
広
報

用
ポ
ス
タ
ー
に
起
用
す
る
タ
レ
ン
ト
さ
ん
の
人

選
（
武
井
咲
さ
ん
に
決
定
）
と
い
っ
た
こ
と
も

正
副
会
長
会
で
真
剣
に
議
論
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
最
先
端
の
意
思
決
定
に
か
か
わ
れ

た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
の
役
割
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
方
針
の
決
定

　
法
テ
ラ
ス
に
は
そ
の
職
員
と
し
て
働
く
「
ス

タ
ッ
フ
弁
護
士
」
が
全
国
に
二
百
数
十
名
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
に
ど
ん
な

役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
か
を
め
ぐ
っ
て
は
こ
こ

数
年
弁
護
士
会
内
に
様
々
な
意
見
の
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　
一
昨
年
度
の
法
改
正
の
動
き
を
契
機
に
、
昨

年
度
は
集
中
的
に
こ
の
問
題
を
議
論
す
る
こ
と

に
な
り
、
私
の
主
な
担
当
は
法
テ
ラ
ス
へ
の
対

応
で
し
た
の
で
、
こ
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
事
実
に
基
づ
い
た
て
い
ね
い
な
議
論
を
心
が

け
、
反
対
の
意
見
の
会
に
で
か
け
て
意
見
交
換

を
す
る
な
ど
し
て
一
致
点
を
さ
ぐ
る
努
力
を
し

た
結
果
、
７
月
か
ら
８
回
の
理
事
会
で
の
議
論

を
経
て
、
２
月
理
事
会
で
日
弁
連
と
し
て
の
方

針
を
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
過
程
で
、
意
見
の
異
な
る
弁
護
士
会
と

も
同
じ
弁
護
士
と
し
て
共
通
の
土
俵
で
議
論
で

き
た
こ
と
は
う
れ
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。

　
さ
い
ご
に

　
弁
護
士
会
に
は
高
度
な
自
治
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
弁
護
士
が
社
会
の
信
頼
を
失

え
ば
、
法
改
正
に
よ
り
自
治
を
奪
う
こ
と
は
容

易
で
す
。
弁
護
士
・
弁
護
士
会
が
国
民
に
信
頼

さ
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
今
後
も

さ
さ
や
か
な
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

弁
護
士
　
谷
　
萩
　
陽
　
一

弁
護
士
　
安
　
江
　
　
　
祐

弁
護
士
　
佐
　
藤
　
大
　
志

弁
護
士
　
五
　
來
　
則
　
男

弁
護
士
　
丸
　
山
　
幸
　
司

弁
護
士
　
木
　
南
　
貴
　
幸

　
　
　 

　
　
事
務
局
一
同

第 20回国際公募アート未来展　新人賞　「風の言霊Ⅰー先駆け」　酒井 美恵子さん　（元所員・水戸市在住）
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記

▼
表
紙
絵
は
元
所
員

の
酒
井
美
恵
子
さ
ん

の
作
品
で
す
。
酒
井

さ
ん
は
事
務
所
を
退

職
後
、
武
蔵
美
術
大

学
通
信
教
育
課
程
に

入
学
卒
業
さ
れ
、
国

際
公
募
ア
ー
ト
未
来

展
で
み
ご
と
新
人
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。▼
署
名
用
紙
を

３
種
類
同
封
し
ま
し

た
。
盛
り
だ
く
さ
ん

の
お
願
い
で
恐
縮
で

す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
今
年
の
異
常
気
象
は
、
遅
い
雪
と
早
い
春
に
象
徴
さ
れ
て
お

り
、
地
球
温
暖
化
が
強
く
実
感
さ
れ
る
春
に
な
っ
て
い
ま
す
。
冬

期
の
年
間
降
水
量
は
例
年
並
と
の
こ
と
で
す
が
、
降
雪
量
は
例
年

の
４
割
か
５
割
程
度
で
あ
る
ら
し
く
、
世
界
的
な
雪
不
足
が
近
い

将
来
の
冬
の
姿
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
安
倍
政
権
下
で
の
戦
争
法
制
の
強
行
立
法
の
蛮
行
と
こ

れ
に
反
対
す
る
一
般
市
民
に
広
く
支
え
ら
れ
た
民
主
勢
力
の
闘
い

の
盛
り
上
が
り
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
歴
史
的
な
運
動
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
進
行
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
大
統
領

候
補
者
選
考
に
お
け
る
共
和
党
内
の
動
き
は
、
安
倍
政
権
へ
の
支

持
が
維
持
さ
れ
る
日
本
の
現
状
や
、
難
民
問
題
を
抱
え
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
の
右
傾
化
等
と
リ
ン
ク
し
て
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
茨
城
県
内
の
民
主
勢
力
と
と
も
に
活
動
し
て
き
た
我
が
事
務
所

も
、
事
務
所
の
大
黒
柱
で
あ
る
大
名
事
務
局
長
が
定
年
退
職
を

し
、
世
代
交
替
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
他
方
４
月
か
ら
は
、
日
弁
連
副
会
長
の
職
を
離
れ
て
谷
萩
所
長

が
通
常
業
務
に
復
帰
し
、
健
康
を
取
り
戻
し
た
安
江
弁
護
士
と
も

ど
も
弁
護
士
体
制
は
再
強
化
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
期
待

や
依
頼
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
益
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

弁
護
士
　
佐
　
　
藤
　
　
大
　
　
志

ご
あ
い
さ
つ

弁護士
谷　萩　陽　一

　
今
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
日
本
弁
護
士
連
合

会
副
会
長
の
任
期
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
各
方
面
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
何
と
か
無
事

役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
致
し
ま
す
。

　
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た

が
、
こ
の
１
年
間
、
い
わ
ば
こ
れ
ま
で
の
弁
護

士
生
活
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
貴
重
な
日
々

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
で
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
安
保
法
制
反
対
の
と
り
く
み

　
昨
年
度
の
日
弁
連
の
活
動
の
最
大
の
テ
ー
マ

の
ひ
と
つ
で
し
た
。
私
は
担
当
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
各
地
で
弁
護
士
会
が
主
催
し
て

数
千
人
と
い
う
空
前
の
規
模
の
集
会
を
次
々
に

成
功
さ
せ
て
き
た
取
組
み
の
報
告
を
受
け
、
８

月
26
日
に
は
、
議
員
要
請
、
院
内
集
会
、
学
者

の
会
と
の
共
同
記
者
会
見
、
日
比
谷
野
音
で
の

集
会
と
国
会
周
辺
パ
レ
ー
ド
と
い
う
終
日
行
動

に
も
参
加
し
、
弁
護
士
会
・
日
弁
連
の
果
た
す

役
割
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
法
案
は
成

立
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
運
動
が
「
立

憲
主
義
」
と
い
う
言
葉
と
思
想
を
社
会
に
定
着

さ
せ
る
大
き
な
成
果
を
残
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
長
声
明
・
意
見
書
の
審
議

　
日
弁
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
た
く
さ
ん

の
会
長
声
明
・
意
見
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
４
月
か
ら
今
年
２
月
29
日
現
在
、
会

長
声
明
が
48
、
意
見
書
が
71
に
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
れ
を
毎
週
の
正
副
会
長
会
で
審
議
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
委
員
会
が
作
成
し
た
原
案
で

す
か
ら
、
専
門
性
も
完
成
度
も
高
い
も
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
審
議
す
る
と
様
々
な
角
度
か
ら

の
質
問
や
意
見
が
出
て
、
日
弁
連
と
し
て
公
表

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
水
準
と
内
容
に
高
め
ら
れ

日
弁
連
副
会
長
を
終
え
て

事務局長　　大　名　　章　文
　1984年、茨城に民主的な法律事務所を設立するからとのお誘い
で、法律事務所の事務局に転身して32年。還暦を迎えてこの3月末
に退職することになりました。思えば、開業当時サラ金地獄が社会
問題となり、業者と対峙する日々でしたが、最後まで破産、倒産処
理など主に経済苦の事案を担当してきました。自分の生い立ちと共
通点があったからかもしれません。あらゆる悩みに「解決できない
問題はない」と依頼者にも自分にも言い聞かせ、できる限りの事は
やろうと心がけてきたつもりです。結果はともかく…(?!)
  もう一つの目標は、「人権の砦」たる事務所作りでした。個別事件
の背景にある社会矛盾は市民運動や政治変革なしに解決できませ
ん。悪法反対など、当事務所は時々の課題に運動のセンター的役割を果たすことが求められま
した。義務感では長続きしません。楽しく、創意的に、文化的に、そんな活動が感動と生きが
い、そして多くの友を培ってきました。有為な人生を過ごさせていただいた事務所と所員の仲
間、事務所を支えていただいた皆様に心から感謝しています。
  職を去っても、事務所との関わりは途切れそうにありません。憲法、冤罪、原発など、アベ政治
は退職者にも休息を許してくれないようです。これからもいろんな機会にお会いするかもしれま
せんので、その際にはお声をかけていただければ幸いです。
  所員の皆さんの揺るぎない団結と事務所の益々の発展を願って、退職のご挨拶とさせていた
だきます。長い間、ありがとうございました。

長い間お世話になりました退 職 あ い さ つ

事務局　　宇　野　　美　子
　15年前「遅れてきた新人」として、翔事務所に入所させていただ
きました。ちょうど、子育てをしながらの仕事との両立で、本当に
‶あっ”という間の15年でした。
　本来なら定年までのあと3年、しっかり仕事をするべきとは思い
ますが、どうしても今始めたいことがあり、事務所にはわがままを通
させて頂きました。これから第2？第3？の人生を全うしたいと思い

ます。すべての面におい
ていたらない私ではあり
ましたが、所内・所外の
皆さんにたくさん支えて
いただきましたことを深く感謝致します。ありがとう
ございました。事務所を退職してからも、いろいろな
運動においてはこれからも一緒に活動していく所存
ですので、末永くおつきあい下さいますようよろしく
お願い致します。

はばたき友の会総会のご案内

　高木満里子さんは水戸市出身の口笛奏者で、２０１３年と２０１４年
は国際口笛大会（成人女性の部）で２連覇を達成されました。第2部
の総会では、スライドショーを交えながら、友の会の今後の活動予定
について話し合います。
　参加費は無料ですので、多くの皆様のご参加をお待ちしております。

日　時

場　所

内　容

４月９日（土）午後２時００分～
茨城県立青少年会館・２階大研修室
第１部　高木満里子さんによる口笛演奏
第２部　総会 （今後のとりくみなど）

再審請求を求めている守 大助さんとの面会

第56号 http://www.habataki-lo.jp/

立憲主義に違反する戦争法を廃止しよう！
老朽化した東海第二原発の再稼働は許さない！

（1）　第56号 水戸翔合同法律事務所ニュース 2016年4月1日 （4）　第56号水戸翔合同法律事務所ニュース2016年4月1日



第１回  茨城総がかり行動

第２回  茨城総がかり行動
1200人のデモ行進
第２回  茨城総がかり行動
1200人のデモ行進

2月21日に行なわれた『若者デモ 大人デモ 水戸デモ』

憲
法
違
反
の
安
保
関
連
法

国
家
に
強
大
な
権
限
を

与
え
る
緊
急
事
態
条
項

参
院
選
挙
で
憲
法
守
れ
の

意
思
表
示
を
!

再稼働など論外!  東海第二原発差止訴訟

稼働停止の仮処分命令が出された高浜原発４号機
　　　　　　　　　　　　　　　　（撮影者　入江　赳史 さん）

水戸地方裁判所に向かう原告団

今
こ
そ
、憲
法
を
守
り
抜
こ
う
!

今
こ
そ
、憲
法
を
守
り
抜
こ
う
!

　
昨
年
９
月
19
日
、
安
倍
内
閣
は
安
保
関
連
法
を

成
立
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
一
連
の
法
律
は
、
政
府

自
ら
が
こ
れ
ま
で
憲
法
違
反
で
あ
る
と
し
て
き
た

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
内
容
で
あ
り
、

ま
た
、
自
衛
隊
が
ア
メ
リ
カ
軍
な
ど
と
と
も
に
世

界
中
の
ど
こ
に
で
も
出
か
け
て
い
き「
後
方
支
援
」

と
い
う
名
の
戦
闘
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
し
た
。
多
く
の
国
民
が
反
対
の

声
を
上
げ
る
中
で
の
強
行
採
決
で
し
た
。

　
法
律
が
成
立
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の

法
律
が
憲
法
違
反
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

日
本
国
憲
法
は
「
立
憲
主
義
」
の
考
え
方
に
立
っ

て
い
ま
す
。「
個
人
の
尊
厳
」
を
保
障
す
る
た
め
、

内
閣
も
、
国
会
の
多

数
決
に
よ
っ
て
も
、

憲
法
に
反
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う

考
え
方
で
、
近
代
政

治
の
基
本
原
則
で
す
。

内
閣
に
よ
る
集
団
的

自
衛
権
を
め
ぐ
る
憲

法
解
釈
の
変
更
や
安

保
関
連
法
の
制
定
は
、

ま
さ
に
こ
の
立
憲
主

義
を
踏
み
に
じ
る
暴

挙
だ
っ
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
安
倍
首
相
は
、
憲
法
９
条
も
含
め

た
憲
法
改
正
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
こ
に
来
て
話
題
に
な
っ
て

い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
緊
急
事
態
条
項
」
で
す
。

自
民
党
の
改
憲
案
に
よ
れ
ば
、「
緊
急
事
態
」
と

は
「
我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
、

内
乱
等
に
よ
る
社
会
秩
序
の
混
乱
、
地
震
等
に
よ

る
大
規
模
な
自
然
災
害
そ
の
他
の
法
律
で
定
め
る

緊
急
事
態
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合

に
は
、
内
閣
は
法
律
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
政

令
を
制
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
て
お
り
、

内
閣
の
判
断
で
国
民
の
基
本
的
人
権
や
様
々
な
社

会
生
活
へ
の
制
約
が
可
能
と
な
る
も
の
で
す
。

　
未
曾
有
の
大
災
害
や
、
北
朝
鮮
の

核
実
験
に
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
世
界
中

で
相
次
ぐ
テ
ロ
行
為
な
ど
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
条
項

も
な
い
と
困
る
の
で
は
…
と
思
う
人

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、「
緊
急
事
態
」
と

は
い
え
、
時
の
内
閣
に
基
本
的
人
権

を
制
約
す
る
こ
と
を
含
め
た
強
大
な

権
限
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

戦
前
の
日
本
で
は
、
天
皇
が
有
し
て

い
た
「
緊
急
勅
令
制
定
権
」
に
基
づ

き
治
安
維
持
法
が
改
正
さ
れ
て
適
用
範
囲
が
拡
大

さ
れ
る
と
と
も
に
、
重
罰
化
に
よ
り
死
刑
も
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
政
府
に
多
く
の
権
限
を
委
任
し

た
国
家
総
動
員
法
と
と
も
に
、
戦
争
に
突
き
進
む

国
作
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
す
。
ナ

チ
ス
ド
イ
ツ
で
も
、
１
９
３
３
年
に
政
府
に
立
法

権
を
与
え
る
と
い
う
内
容
の
「
授
権
法
」
が
制
定

さ
れ
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
独
裁
政
治
を
法
的
な
面
で
支

え
ま
し
た
。

　「
ナ
チ
ス
の
授
権
法
と
一
緒
に
す
る
の
は
不
当

な
レ
ッ
テ
ル
貼
り
」「
他
の
国
に
も
緊
急
条
項
は

あ
る
」
と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、
安

保
法
制
を
強
行
し
た
安
倍
内
閣
の
姿
勢
と
合
わ
せ

て
考
え
る
と
、
戦
争
の
出
来
る
国
作
り
に
向
け
た
、

き
な
臭
い
動
き
だ
と
い
う
べ
き
で
す
。

　
７
月
に
は
参
院
選
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
憲

法
を
守
る
と
い
う
私
た
ち
の
強
い
意
思
を
示
す
絶

好
の
機
会
で
す
。

　
西
ド
イ
ツ
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
の
演

説
「
荒
れ
野
の
40
年
」
の
中
の
次
の
言
葉
を
肝
に

銘
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
し
か
し
、
過
去
に
目
を
閉
ざ
す
者
は
結
局
の

と
こ
ろ
現
在
に
も
盲
目
と
な
り
ま
す
。
非
人
間
的

な
行
為
を
心
に
刻
も
う
と
し
な
い
者
は
、
ま
た
そ

う
し
た
危
険
に
陥
り
や
す
い
の
で
す
。」

　2016年１月時点での福島県の避難者数は
約10万人（「福島復興ステーション」より）、
年間20mSvという被ばく線量下に帰還する
よう強いられ、その一方で住宅補助などは
打ち切られようとしており、原発事故の被
災者は、困難に直面しています。
　私と木南弁護士は、福島原発事故被害弁
護団の一員として、2015年９月の南相馬市
の住民47世帯181人が原告となっての集団提
訴、2015年12月と2016年２月福島県の山木
屋地区住民36世帯45人のADR（裁判外紛争
解決手続）申立てに尽力しました。
　「原発を引き受けたら最後、すべてを引
き受けなければならなくなることを思い知
らされている」、「私の子どもは当時４歳でし
たが、９歳のいまも、目に見えぬ恐怖にお

びえて過ごしています。食べ物や水は本当
に大丈夫ですか」、「子供たちの将来を．．．
楽しみにしていた将来を返して下さい。」
こうした原告らの声を受け止め、完全賠償
を実現することで「フクシマ」を繰り返さない
確かな社会的合意を作っていきたいと思い
ます。

　先の東海村議選で原発推進派の議員が
増加し、東海第二原発再稼働へ向けて動き
を早めています。そうした中、水戸地裁民
事２部（河田泰常裁判長）に係属している
東海第二原発差止訴訟は、運動上も今後ま
すます重要な位置を占めていくことになり
そうです。
　原子力規制庁の審査は遅々として進まな

いこともあり、裁判でも地震・津波といった
中心争点の審理の行方が見通せない状況で
すが、原告らは専門的な議論についての裁
判官への理解を助けるべく努力を続けてい
ます。同時に、福島第一原発事故の被害を
現地で検証すべく申立ても準備しています。
　日本のすべての原発再稼働反対の世論を
高める運動に、どうぞご協力ください。

　若者による安保法制反対運動がクローズアップされた昨年、茨城県内では7月に、当事務所の若手所員が
中心となり、sauda@ibr（そうだあっといばらき）を結成しました。
　8月に水戸駅南口で初イベント『THINK0806 / PEACE Act』を、国会採決された9月には音楽を流し千波湖
畔を歩く『千波湖PEACE WALK』、水戸駅頭で3回の『SIT-IN（座込み）』を行い、プラカードを掲げたアピール
やリレートークで戦争反対を訴えました。
　法案可決後も活動を継続し、パリ同時多発テロのあった11月には水戸駅頭で『CANDLE STANDING』、
12月には『CHIRISTMAS PEACE WALK』、本年1月には成人式でのアピール宣伝、2月は『VALENTINE 
STANDING』を行いました。2月21日には全国一斉
高校生デモに連動した『若者デモ大人デモ水戸デモ』
を行いました。
　社会人が多く、時間に制約がある中での活動で
すが、結成以降の活動は報告しきれないほどに活発
です。
　11名で結成したグループは現在30名を超えまし
た。『個性を大切に創意工夫し、自主性のある活動』
をモットーに、今後も戦争反対運動はもちろん、憲
法や平和を守る運動に幅をひろげ、アピール活動や
学習会等を行っていきます。

　
戦
争
法
反
対
の
声
は
県
内
で
も

高
ま
り
、「
安
保
法
制
に
反
対
す

る
茨
城
県
実
行
委
員
会
」
が
結
成

さ
れ
、
従
来
の
枠
組
み
を
超
え

た
「
茨
城
総
が
か
り
行
動
」
が
計

６
回
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
多
い

と
き
は
1
2
0
0
名
を
超
え
る
人

が
水
戸
駅
北
口
を
埋
め
尽
く
し
ま

し
た
。

　
残
念
な
が
ら
戦
争
法
案
は
可
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し

私
た
ち
は
決
し
て
諦
め
て
は
い
ま

せ
ん
。
４
月
に
は
元
首
長
ら
の
よ

　老後の頼りは年金です。しかし、日本の年金水準
はもともと低いものだったところへ長引くデフレに
より年金額は減額させられ、2015年にはさらに一層
の引き下げが行われました。このような引き下げを
黙っていては、現在の年金受給者ばかりではなく、
現役世代・若年層にとっても安心して老後の生活
設計が描けなくなってしまいます。そのため2015年
６月、あるべき公的年金制度の確立を求めて国に対
して71名の原告が水戸地裁に提訴しました。

　旧動力炉・核燃料開発事業団（略称「旧動燃」、
現在「独立行政法人日本原子力研究開発機構（略称
「原研」）に改組）に長年勤務して差別を受けてきた
４名が、その差別是正を求めて2015年７月に水戸地
裁に提訴しました。原研は、原子力規制委員会から
高速増殖炉もんじゅの管理運営主体として疑問が出
されるほど問題がある組織です。旧動燃・原研は、
原告らが原子力開発の進め方について、労働組合活
動を通じて安全確保等の要求を掲げて問題提起をし
てきたことに対して、原子力研究開発への抵抗ない
し反対勢力とみなし、人事や処遇上で様々な不利益
扱いを行ってきました。例えば、原告の１人は茨城
県出身であるのに岡山県の人形峠事業所へ定年まで
の29年間ずっとそこで勤務させられました。他の職
員に影響を与えないようにし、同時に他の職員への
見せしめとして隔離させられてきたのです。
　これまで原告らはその是正を求めて原研と交渉
を重ねてきたのですが、原研からは誠意ある回答
がなされないために提訴に至ったものです。この
裁判には多くの企業内の思想・処遇差別事件で
闘ってきた経験豊かな東京の弁護士も弁護団に加
わっています。東日本大震災及び福島第一原発事
故から５年が経過し、原子力政策はいつの間にか
元に戻り原子力ムラも復活しています。この裁判で
は、いかに旧動燃・原研が非人道的な行為をして
きたかを明らかにして差別是正を行わせると同時
に、モノ言えぬ職場・原子力ムラが原子力行政を
歪め、原発事故の遠因となったことを明らかにした
いと考えています。皆様のご支援を宜しくお願い
致します。

２０００万署名の
お願い

弁 

護 

士
　
安  

江
　 

祐

ぼくらの未来はぼくらがまもる
―  茨城のわかものの動き ―

事 務 局　花　山　 知　宏

ふるさとを守ろう 弁 護 士  丸 山  幸 司

弁 護 士　五 來  則 男

年金引下げは憲法違反！
年金受給者が提訴

弁 護 士　五 來  則 男

　2012年に国家公務員の給与と退職手当を減額
する法律が成立しましたが、同法が適用されない
全国の国立大学法人等でも、同法に沿って就業規
則を変更し、教職員の給与と退職手当を減額する
という事態が相次ぎました。茨城県でも、高エネ
ルギー加速器研究機構が就業規則を変更し、給与
と退職手当の減額を行ったことから、機構の教職
員である原告らが、労働協約違反、労働契約法違
反により変更後の就業規則が無効だとして、減額
分の給与と退職手当の支払いを求めて提訴したの
が本件です。
　昨年７月17日に水戸地裁土浦支部において原
告敗訴の不当判決が出されましたので、控訴審で
は、深谷信夫茨城大学名誉教授の意見書等を基
に原判決の多数の誤りを指摘しており、逆転勝訴
を期するところです。

高エネルギー加速器研究機構裁判
不当判決

弁 護 士　木 南  貴 幸

　土浦日大高校の事務職員で同校の組合の委員長である砂
岡孝治さんが、昨年７月に懲戒解雇されました。2010年に
解雇され、2012年４月に職場に復帰して以来、二度目の解
雇です。茨城私教連が支援して裁判でたたかっています。

土浦日大高校  砂岡さんの解雇を許すな！
弁 護 士　谷 萩  陽 一

　東海村の民家の隣に計画されている産廃焼却場の建設差
止を求める裁判が昨年12月に結審し、今年9月30日に判決
が言渡されます。県の許可処分の取消を求めた行政訴訟は
残念ながら敗訴が確定しました（最高裁2/18決定）が、住
民の命と健康が損なわれることは許されません。最後まで
ご支援をお願いします。

東海産廃焼却施設  建設差止訴訟が結審！
事 務 局 長　大 名  章 文

　不当判決に負けず控訴した８つの漁協は、固い団結を維
持しながら控訴審へ。事業目的の破綻と漁業被害がより明
確になる展開ですので、傍聴に是非お越しください。第２回
期日は４月19日（火）14時～  東京高等裁判所812号法廷。

霞ヶ浦導水差止め裁判
控訴審での逆転を目指して

弁 護 士　丸 山  幸 司はばたきトピックス

び
か
け
で「
茨
城
県
市
民
連
合
」が

発
足
す
る
予
定
で
あ
り
、
新
た
な

運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
は
、
５
月
３
日
（
憲
法

記
念
日
）
ま
で
に
２
０
０
０
万
人

以
上
の
請
願
署
名
を
集
め
る
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
事
務
所

で
も
、
１
人
で
も
多
く
の
声
を
国
会

に
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
急
な

お
願
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
封

の
署
名
を
４
月
21
日（
木
・
必
着
）

ま
で
に
ご
返
送
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

原発訴訟

原発事故の被害の放置を許さない!
南相馬集団提訴・山木屋ADR集団申立て

旧動燃差別是正
訴訟報告

（『sauda@ib r』共同代表）
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第１回  茨城総がかり行動

第２回  茨城総がかり行動
1200人のデモ行進
第２回  茨城総がかり行動
1200人のデモ行進

2月21日に行なわれた『若者デモ 大人デモ 水戸デモ』

憲
法
違
反
の
安
保
関
連
法

国
家
に
強
大
な
権
限
を

与
え
る
緊
急
事
態
条
項

参
院
選
挙
で
憲
法
守
れ
の

意
思
表
示
を
!

再稼働など論外!  東海第二原発差止訴訟

稼働停止の仮処分命令が出された高浜原発４号機
　　　　　　　　　　　　　　　　（撮影者　入江　赳史 さん）

水戸地方裁判所に向かう原告団

今
こ
そ
、憲
法
を
守
り
抜
こ
う
!

今
こ
そ
、憲
法
を
守
り
抜
こ
う
!

　
昨
年
９
月
19
日
、
安
倍
内
閣
は
安
保
関
連
法
を

成
立
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
一
連
の
法
律
は
、
政
府

自
ら
が
こ
れ
ま
で
憲
法
違
反
で
あ
る
と
し
て
き
た

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
内
容
で
あ
り
、

ま
た
、
自
衛
隊
が
ア
メ
リ
カ
軍
な
ど
と
と
も
に
世

界
中
の
ど
こ
に
で
も
出
か
け
て
い
き「
後
方
支
援
」

と
い
う
名
の
戦
闘
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
し
た
。
多
く
の
国
民
が
反
対
の

声
を
上
げ
る
中
で
の
強
行
採
決
で
し
た
。

　
法
律
が
成
立
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の

法
律
が
憲
法
違
反
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

日
本
国
憲
法
は
「
立
憲
主
義
」
の
考
え
方
に
立
っ

て
い
ま
す
。「
個
人
の
尊
厳
」
を
保
障
す
る
た
め
、

内
閣
も
、
国
会
の
多

数
決
に
よ
っ
て
も
、

憲
法
に
反
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う

考
え
方
で
、
近
代
政

治
の
基
本
原
則
で
す
。

内
閣
に
よ
る
集
団
的

自
衛
権
を
め
ぐ
る
憲

法
解
釈
の
変
更
や
安

保
関
連
法
の
制
定
は
、

ま
さ
に
こ
の
立
憲
主

義
を
踏
み
に
じ
る
暴

挙
だ
っ
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
安
倍
首
相
は
、
憲
法
９
条
も
含
め

た
憲
法
改
正
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
こ
に
来
て
話
題
に
な
っ
て

い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
緊
急
事
態
条
項
」
で
す
。

自
民
党
の
改
憲
案
に
よ
れ
ば
、「
緊
急
事
態
」
と

は
「
我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
、

内
乱
等
に
よ
る
社
会
秩
序
の
混
乱
、
地
震
等
に
よ

る
大
規
模
な
自
然
災
害
そ
の
他
の
法
律
で
定
め
る

緊
急
事
態
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合

に
は
、
内
閣
は
法
律
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
政

令
を
制
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
て
お
り
、

内
閣
の
判
断
で
国
民
の
基
本
的
人
権
や
様
々
な
社

会
生
活
へ
の
制
約
が
可
能
と
な
る
も
の
で
す
。

　
未
曾
有
の
大
災
害
や
、
北
朝
鮮
の

核
実
験
に
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
世
界
中

で
相
次
ぐ
テ
ロ
行
為
な
ど
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
条
項

も
な
い
と
困
る
の
で
は
…
と
思
う
人

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、「
緊
急
事
態
」
と

は
い
え
、
時
の
内
閣
に
基
本
的
人
権

を
制
約
す
る
こ
と
を
含
め
た
強
大
な

権
限
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

戦
前
の
日
本
で
は
、
天
皇
が
有
し
て

い
た
「
緊
急
勅
令
制
定
権
」
に
基
づ

き
治
安
維
持
法
が
改
正
さ
れ
て
適
用
範
囲
が
拡
大

さ
れ
る
と
と
も
に
、
重
罰
化
に
よ
り
死
刑
も
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
政
府
に
多
く
の
権
限
を
委
任
し

た
国
家
総
動
員
法
と
と
も
に
、
戦
争
に
突
き
進
む

国
作
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
す
。
ナ

チ
ス
ド
イ
ツ
で
も
、
１
９
３
３
年
に
政
府
に
立
法

権
を
与
え
る
と
い
う
内
容
の
「
授
権
法
」
が
制
定

さ
れ
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
独
裁
政
治
を
法
的
な
面
で
支

え
ま
し
た
。

　「
ナ
チ
ス
の
授
権
法
と
一
緒
に
す
る
の
は
不
当

な
レ
ッ
テ
ル
貼
り
」「
他
の
国
に
も
緊
急
条
項
は

あ
る
」
と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、
安

保
法
制
を
強
行
し
た
安
倍
内
閣
の
姿
勢
と
合
わ
せ

て
考
え
る
と
、
戦
争
の
出
来
る
国
作
り
に
向
け
た
、

き
な
臭
い
動
き
だ
と
い
う
べ
き
で
す
。

　
７
月
に
は
参
院
選
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
憲

法
を
守
る
と
い
う
私
た
ち
の
強
い
意
思
を
示
す
絶

好
の
機
会
で
す
。

　
西
ド
イ
ツ
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
の
演

説
「
荒
れ
野
の
40
年
」
の
中
の
次
の
言
葉
を
肝
に

銘
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
し
か
し
、
過
去
に
目
を
閉
ざ
す
者
は
結
局
の

と
こ
ろ
現
在
に
も
盲
目
と
な
り
ま
す
。
非
人
間
的

な
行
為
を
心
に
刻
も
う
と
し
な
い
者
は
、
ま
た
そ

う
し
た
危
険
に
陥
り
や
す
い
の
で
す
。」

　2016年１月時点での福島県の避難者数は
約10万人（「福島復興ステーション」より）、
年間20mSvという被ばく線量下に帰還する
よう強いられ、その一方で住宅補助などは
打ち切られようとしており、原発事故の被
災者は、困難に直面しています。
　私と木南弁護士は、福島原発事故被害弁
護団の一員として、2015年９月の南相馬市
の住民47世帯181人が原告となっての集団提
訴、2015年12月と2016年２月福島県の山木
屋地区住民36世帯45人のADR（裁判外紛争
解決手続）申立てに尽力しました。
　「原発を引き受けたら最後、すべてを引
き受けなければならなくなることを思い知
らされている」、「私の子どもは当時４歳でし
たが、９歳のいまも、目に見えぬ恐怖にお

びえて過ごしています。食べ物や水は本当
に大丈夫ですか」、「子供たちの将来を．．．
楽しみにしていた将来を返して下さい。」
こうした原告らの声を受け止め、完全賠償
を実現することで「フクシマ」を繰り返さない
確かな社会的合意を作っていきたいと思い
ます。

　先の東海村議選で原発推進派の議員が
増加し、東海第二原発再稼働へ向けて動き
を早めています。そうした中、水戸地裁民
事２部（河田泰常裁判長）に係属している
東海第二原発差止訴訟は、運動上も今後ま
すます重要な位置を占めていくことになり
そうです。
　原子力規制庁の審査は遅々として進まな

いこともあり、裁判でも地震・津波といった
中心争点の審理の行方が見通せない状況で
すが、原告らは専門的な議論についての裁
判官への理解を助けるべく努力を続けてい
ます。同時に、福島第一原発事故の被害を
現地で検証すべく申立ても準備しています。
　日本のすべての原発再稼働反対の世論を
高める運動に、どうぞご協力ください。

　若者による安保法制反対運動がクローズアップされた昨年、茨城県内では7月に、当事務所の若手所員が
中心となり、sauda@ibr（そうだあっといばらき）を結成しました。
　8月に水戸駅南口で初イベント『THINK0806 / PEACE Act』を、国会採決された9月には音楽を流し千波湖
畔を歩く『千波湖PEACE WALK』、水戸駅頭で3回の『SIT-IN（座込み）』を行い、プラカードを掲げたアピール
やリレートークで戦争反対を訴えました。
　法案可決後も活動を継続し、パリ同時多発テロのあった11月には水戸駅頭で『CANDLE STANDING』、
12月には『CHIRISTMAS PEACE WALK』、本年1月には成人式でのアピール宣伝、2月は『VALENTINE 
STANDING』を行いました。2月21日には全国一斉
高校生デモに連動した『若者デモ大人デモ水戸デモ』
を行いました。
　社会人が多く、時間に制約がある中での活動で
すが、結成以降の活動は報告しきれないほどに活発
です。
　11名で結成したグループは現在30名を超えまし
た。『個性を大切に創意工夫し、自主性のある活動』
をモットーに、今後も戦争反対運動はもちろん、憲
法や平和を守る運動に幅をひろげ、アピール活動や
学習会等を行っていきます。

　
戦
争
法
反
対
の
声
は
県
内
で
も

高
ま
り
、「
安
保
法
制
に
反
対
す

る
茨
城
県
実
行
委
員
会
」
が
結
成

さ
れ
、
従
来
の
枠
組
み
を
超
え

た
「
茨
城
総
が
か
り
行
動
」
が
計

６
回
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
多
い

と
き
は
1
2
0
0
名
を
超
え
る
人

が
水
戸
駅
北
口
を
埋
め
尽
く
し
ま

し
た
。

　
残
念
な
が
ら
戦
争
法
案
は
可
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し

私
た
ち
は
決
し
て
諦
め
て
は
い
ま

せ
ん
。
４
月
に
は
元
首
長
ら
の
よ

　老後の頼りは年金です。しかし、日本の年金水準
はもともと低いものだったところへ長引くデフレに
より年金額は減額させられ、2015年にはさらに一層
の引き下げが行われました。このような引き下げを
黙っていては、現在の年金受給者ばかりではなく、
現役世代・若年層にとっても安心して老後の生活
設計が描けなくなってしまいます。そのため2015年
６月、あるべき公的年金制度の確立を求めて国に対
して71名の原告が水戸地裁に提訴しました。

　旧動力炉・核燃料開発事業団（略称「旧動燃」、
現在「独立行政法人日本原子力研究開発機構（略称
「原研」）に改組）に長年勤務して差別を受けてきた
４名が、その差別是正を求めて2015年７月に水戸地
裁に提訴しました。原研は、原子力規制委員会から
高速増殖炉もんじゅの管理運営主体として疑問が出
されるほど問題がある組織です。旧動燃・原研は、
原告らが原子力開発の進め方について、労働組合活
動を通じて安全確保等の要求を掲げて問題提起をし
てきたことに対して、原子力研究開発への抵抗ない
し反対勢力とみなし、人事や処遇上で様々な不利益
扱いを行ってきました。例えば、原告の１人は茨城
県出身であるのに岡山県の人形峠事業所へ定年まで
の29年間ずっとそこで勤務させられました。他の職
員に影響を与えないようにし、同時に他の職員への
見せしめとして隔離させられてきたのです。
　これまで原告らはその是正を求めて原研と交渉
を重ねてきたのですが、原研からは誠意ある回答
がなされないために提訴に至ったものです。この
裁判には多くの企業内の思想・処遇差別事件で
闘ってきた経験豊かな東京の弁護士も弁護団に加
わっています。東日本大震災及び福島第一原発事
故から５年が経過し、原子力政策はいつの間にか
元に戻り原子力ムラも復活しています。この裁判で
は、いかに旧動燃・原研が非人道的な行為をして
きたかを明らかにして差別是正を行わせると同時
に、モノ言えぬ職場・原子力ムラが原子力行政を
歪め、原発事故の遠因となったことを明らかにした
いと考えています。皆様のご支援を宜しくお願い
致します。

２０００万署名の
お願い

弁 

護 

士
　
安  

江
　 

祐

ぼくらの未来はぼくらがまもる
―  茨城のわかものの動き ―

事 務 局　花　山　 知　宏

ふるさとを守ろう 弁 護 士  丸 山  幸 司

弁 護 士　五 來  則 男

年金引下げは憲法違反！
年金受給者が提訴

弁 護 士　五 來  則 男

　2012年に国家公務員の給与と退職手当を減額
する法律が成立しましたが、同法が適用されない
全国の国立大学法人等でも、同法に沿って就業規
則を変更し、教職員の給与と退職手当を減額する
という事態が相次ぎました。茨城県でも、高エネ
ルギー加速器研究機構が就業規則を変更し、給与
と退職手当の減額を行ったことから、機構の教職
員である原告らが、労働協約違反、労働契約法違
反により変更後の就業規則が無効だとして、減額
分の給与と退職手当の支払いを求めて提訴したの
が本件です。
　昨年７月17日に水戸地裁土浦支部において原
告敗訴の不当判決が出されましたので、控訴審で
は、深谷信夫茨城大学名誉教授の意見書等を基
に原判決の多数の誤りを指摘しており、逆転勝訴
を期するところです。

高エネルギー加速器研究機構裁判
不当判決

弁 護 士　木 南  貴 幸

　土浦日大高校の事務職員で同校の組合の委員長である砂
岡孝治さんが、昨年７月に懲戒解雇されました。2010年に
解雇され、2012年４月に職場に復帰して以来、二度目の解
雇です。茨城私教連が支援して裁判でたたかっています。

土浦日大高校  砂岡さんの解雇を許すな！
弁 護 士　谷 萩  陽 一

　東海村の民家の隣に計画されている産廃焼却場の建設差
止を求める裁判が昨年12月に結審し、今年9月30日に判決
が言渡されます。県の許可処分の取消を求めた行政訴訟は
残念ながら敗訴が確定しました（最高裁2/18決定）が、住
民の命と健康が損なわれることは許されません。最後まで
ご支援をお願いします。

東海産廃焼却施設  建設差止訴訟が結審！
事 務 局 長　大 名  章 文

　不当判決に負けず控訴した８つの漁協は、固い団結を維
持しながら控訴審へ。事業目的の破綻と漁業被害がより明
確になる展開ですので、傍聴に是非お越しください。第２回
期日は４月19日（火）14時～  東京高等裁判所812号法廷。

霞ヶ浦導水差止め裁判
控訴審での逆転を目指して

弁 護 士　丸 山  幸 司はばたきトピックス

び
か
け
で「
茨
城
県
市
民
連
合
」が

発
足
す
る
予
定
で
あ
り
、
新
た
な

運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
は
、
５
月
３
日
（
憲
法

記
念
日
）
ま
で
に
２
０
０
０
万
人

以
上
の
請
願
署
名
を
集
め
る
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
事
務
所

で
も
、
１
人
で
も
多
く
の
声
を
国
会

に
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
急
な

お
願
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
封

の
署
名
を
４
月
21
日（
木
・
必
着
）

ま
で
に
ご
返
送
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

原発訴訟

原発事故の被害の放置を許さない!
南相馬集団提訴・山木屋ADR集団申立て

旧動燃差別是正
訴訟報告

（『sauda@ib r』共同代表）
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て
い
き
ま
す
。

　
最
先
端
の
情
報
と
意
思
決
定

　
昨
年
度
は
政
府
の
「
法
曹
養
成
制
度
改
革
推

進
会
議
」
が
６
月
30
日
に
決
定
を
出
し
、
司
法

試
験
合
格
者
に
つ
い
て
一
五
〇
〇
人
に
減
員
す

る
、
司
法
修
習
生
の
給
費
制
を
復
活
す
る
と
い

う
日
弁
連
の
方
針
に
近
い
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
至
る
過
程
で
は
緊
迫
し

た
か
け
ひ
き
が
逐
次
報
告
さ
れ
、
対
応
に
つ
い

て
議
論
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
安
保
法
制
反
対
の
新
聞
意
見
広
告
の

マ
ン
ガ
の
図
柄
や
セ
リ
フ
、
全
国
統
一
の
広
報

用
ポ
ス
タ
ー
に
起
用
す
る
タ
レ
ン
ト
さ
ん
の
人

選
（
武
井
咲
さ
ん
に
決
定
）
と
い
っ
た
こ
と
も

正
副
会
長
会
で
真
剣
に
議
論
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
最
先
端
の
意
思
決
定
に
か
か
わ
れ

た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
の
役
割
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
方
針
の
決
定

　
法
テ
ラ
ス
に
は
そ
の
職
員
と
し
て
働
く
「
ス

タ
ッ
フ
弁
護
士
」
が
全
国
に
二
百
数
十
名
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
に
ど
ん
な

役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
か
を
め
ぐ
っ
て
は
こ
こ

数
年
弁
護
士
会
内
に
様
々
な
意
見
の
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　
一
昨
年
度
の
法
改
正
の
動
き
を
契
機
に
、
昨

年
度
は
集
中
的
に
こ
の
問
題
を
議
論
す
る
こ
と

に
な
り
、
私
の
主
な
担
当
は
法
テ
ラ
ス
へ
の
対

応
で
し
た
の
で
、
こ
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
事
実
に
基
づ
い
た
て
い
ね
い
な
議
論
を
心
が

け
、
反
対
の
意
見
の
会
に
で
か
け
て
意
見
交
換

を
す
る
な
ど
し
て
一
致
点
を
さ
ぐ
る
努
力
を
し

た
結
果
、
７
月
か
ら
８
回
の
理
事
会
で
の
議
論

を
経
て
、
２
月
理
事
会
で
日
弁
連
と
し
て
の
方

針
を
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
過
程
で
、
意
見
の
異
な
る
弁
護
士
会
と

も
同
じ
弁
護
士
と
し
て
共
通
の
土
俵
で
議
論
で

き
た
こ
と
は
う
れ
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。

　
さ
い
ご
に

　
弁
護
士
会
に
は
高
度
な
自
治
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
弁
護
士
が
社
会
の
信
頼
を
失

え
ば
、
法
改
正
に
よ
り
自
治
を
奪
う
こ
と
は
容

易
で
す
。
弁
護
士
・
弁
護
士
会
が
国
民
に
信
頼

さ
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
今
後
も

さ
さ
や
か
な
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

弁
護
士
　
谷
　
萩
　
陽
　
一

弁
護
士
　
安
　
江
　
　
　
祐

弁
護
士
　
佐
　
藤
　
大
　
志

弁
護
士
　
五
　
來
　
則
　
男

弁
護
士
　
丸
　
山
　
幸
　
司

弁
護
士
　
木
　
南
　
貴
　
幸

　
　
　 

　
　
事
務
局
一
同

第 20回国際公募アート未来展　新人賞　「風の言霊Ⅰー先駆け」　酒井 美恵子さん　（元所員・水戸市在住）
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編 

集 

後 

記

▼
表
紙
絵
は
元
所
員

の
酒
井
美
恵
子
さ
ん

の
作
品
で
す
。
酒
井

さ
ん
は
事
務
所
を
退

職
後
、
武
蔵
美
術
大

学
通
信
教
育
課
程
に

入
学
卒
業
さ
れ
、
国

際
公
募
ア
ー
ト
未
来

展
で
み
ご
と
新
人
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。▼
署
名
用
紙
を

３
種
類
同
封
し
ま
し

た
。
盛
り
だ
く
さ
ん

の
お
願
い
で
恐
縮
で

す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
今
年
の
異
常
気
象
は
、
遅
い
雪
と
早
い
春
に
象
徴
さ
れ
て
お

り
、
地
球
温
暖
化
が
強
く
実
感
さ
れ
る
春
に
な
っ
て
い
ま
す
。
冬

期
の
年
間
降
水
量
は
例
年
並
と
の
こ
と
で
す
が
、
降
雪
量
は
例
年

の
４
割
か
５
割
程
度
で
あ
る
ら
し
く
、
世
界
的
な
雪
不
足
が
近
い

将
来
の
冬
の
姿
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
安
倍
政
権
下
で
の
戦
争
法
制
の
強
行
立
法
の
蛮
行
と
こ

れ
に
反
対
す
る
一
般
市
民
に
広
く
支
え
ら
れ
た
民
主
勢
力
の
闘
い

の
盛
り
上
が
り
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
歴
史
的
な
運
動
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
進
行
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
大
統
領

候
補
者
選
考
に
お
け
る
共
和
党
内
の
動
き
は
、
安
倍
政
権
へ
の
支

持
が
維
持
さ
れ
る
日
本
の
現
状
や
、
難
民
問
題
を
抱
え
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
の
右
傾
化
等
と
リ
ン
ク
し
て
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
茨
城
県
内
の
民
主
勢
力
と
と
も
に
活
動
し
て
き
た
我
が
事
務
所

も
、
事
務
所
の
大
黒
柱
で
あ
る
大
名
事
務
局
長
が
定
年
退
職
を

し
、
世
代
交
替
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
他
方
４
月
か
ら
は
、
日
弁
連
副
会
長
の
職
を
離
れ
て
谷
萩
所
長

が
通
常
業
務
に
復
帰
し
、
健
康
を
取
り
戻
し
た
安
江
弁
護
士
と
も

ど
も
弁
護
士
体
制
は
再
強
化
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
期
待

や
依
頼
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
益
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

弁
護
士
　
佐
　
　
藤
　
　
大
　
　
志

ご
あ
い
さ
つ

弁護士
谷　萩　陽　一

　
今
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
日
本
弁
護
士
連
合

会
副
会
長
の
任
期
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
各
方
面
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
何
と
か
無
事

役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
致
し
ま
す
。

　
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た

が
、
こ
の
１
年
間
、
い
わ
ば
こ
れ
ま
で
の
弁
護

士
生
活
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
貴
重
な
日
々

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
で
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
安
保
法
制
反
対
の
と
り
く
み

　
昨
年
度
の
日
弁
連
の
活
動
の
最
大
の
テ
ー
マ

の
ひ
と
つ
で
し
た
。
私
は
担
当
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
各
地
で
弁
護
士
会
が
主
催
し
て

数
千
人
と
い
う
空
前
の
規
模
の
集
会
を
次
々
に

成
功
さ
せ
て
き
た
取
組
み
の
報
告
を
受
け
、
８

月
26
日
に
は
、
議
員
要
請
、
院
内
集
会
、
学
者

の
会
と
の
共
同
記
者
会
見
、
日
比
谷
野
音
で
の

集
会
と
国
会
周
辺
パ
レ
ー
ド
と
い
う
終
日
行
動

に
も
参
加
し
、
弁
護
士
会
・
日
弁
連
の
果
た
す

役
割
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
法
案
は
成

立
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
運
動
が
「
立

憲
主
義
」
と
い
う
言
葉
と
思
想
を
社
会
に
定
着

さ
せ
る
大
き
な
成
果
を
残
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
長
声
明
・
意
見
書
の
審
議

　
日
弁
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
た
く
さ
ん

の
会
長
声
明
・
意
見
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
４
月
か
ら
今
年
２
月
29
日
現
在
、
会

長
声
明
が
48
、
意
見
書
が
71
に
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
れ
を
毎
週
の
正
副
会
長
会
で
審
議
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
委
員
会
が
作
成
し
た
原
案
で

す
か
ら
、
専
門
性
も
完
成
度
も
高
い
も
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
審
議
す
る
と
様
々
な
角
度
か
ら

の
質
問
や
意
見
が
出
て
、
日
弁
連
と
し
て
公
表

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
水
準
と
内
容
に
高
め
ら
れ

日
弁
連
副
会
長
を
終
え
て

事務局長　　大　名　　章　文
　1984年、茨城に民主的な法律事務所を設立するからとのお誘い
で、法律事務所の事務局に転身して32年。還暦を迎えてこの3月末
に退職することになりました。思えば、開業当時サラ金地獄が社会
問題となり、業者と対峙する日々でしたが、最後まで破産、倒産処
理など主に経済苦の事案を担当してきました。自分の生い立ちと共
通点があったからかもしれません。あらゆる悩みに「解決できない
問題はない」と依頼者にも自分にも言い聞かせ、できる限りの事は
やろうと心がけてきたつもりです。結果はともかく…(?!)
  もう一つの目標は、「人権の砦」たる事務所作りでした。個別事件
の背景にある社会矛盾は市民運動や政治変革なしに解決できませ
ん。悪法反対など、当事務所は時々の課題に運動のセンター的役割を果たすことが求められま
した。義務感では長続きしません。楽しく、創意的に、文化的に、そんな活動が感動と生きが
い、そして多くの友を培ってきました。有為な人生を過ごさせていただいた事務所と所員の仲
間、事務所を支えていただいた皆様に心から感謝しています。
  職を去っても、事務所との関わりは途切れそうにありません。憲法、冤罪、原発など、アベ政治
は退職者にも休息を許してくれないようです。これからもいろんな機会にお会いするかもしれま
せんので、その際にはお声をかけていただければ幸いです。
  所員の皆さんの揺るぎない団結と事務所の益々の発展を願って、退職のご挨拶とさせていた
だきます。長い間、ありがとうございました。

長い間お世話になりました退 職 あ い さ つ

事務局　　宇　野　　美　子
　15年前「遅れてきた新人」として、翔事務所に入所させていただ
きました。ちょうど、子育てをしながらの仕事との両立で、本当に
‶あっ”という間の15年でした。
　本来なら定年までのあと3年、しっかり仕事をするべきとは思い
ますが、どうしても今始めたいことがあり、事務所にはわがままを通
させて頂きました。これから第2？第3？の人生を全うしたいと思い

ます。すべての面におい
ていたらない私ではあり
ましたが、所内・所外の
皆さんにたくさん支えて
いただきましたことを深く感謝致します。ありがとう
ございました。事務所を退職してからも、いろいろな
運動においてはこれからも一緒に活動していく所存
ですので、末永くおつきあい下さいますようよろしく
お願い致します。

はばたき友の会総会のご案内

　高木満里子さんは水戸市出身の口笛奏者で、２０１３年と２０１４年
は国際口笛大会（成人女性の部）で２連覇を達成されました。第2部
の総会では、スライドショーを交えながら、友の会の今後の活動予定
について話し合います。
　参加費は無料ですので、多くの皆様のご参加をお待ちしております。

日　時

場　所

内　容

４月９日（土）午後２時００分～
茨城県立青少年会館・２階大研修室
第１部　高木満里子さんによる口笛演奏
第２部　総会 （今後のとりくみなど）

再審請求を求めている守 大助さんとの面会

第56号 http://www.habataki-lo.jp/

立憲主義に違反する戦争法を廃止しよう！
老朽化した東海第二原発の再稼働は許さない！

（1）　第56号 水戸翔合同法律事務所ニュース 2016年4月1日 （4）　第56号水戸翔合同法律事務所ニュース2016年4月1日


